
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成２０年４月２１日  製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

エコーキャンセラ機器 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 本製品は、インターネット・イントラネット等に接続して使用される会議システ

ムの一部を構成するもので、スピーカ出力が壁等に反射して入る遅延エコーをキャ

ンセルする機能を有し、コンピュータ用スピーカ・マイク接続端子、マイク入力（有

線・無線）、オーディオ入力・スピーカ出力端子等を有するものである。 

 

 

○構造、仕様、意匠 

 定 格：１００～２４０Ｖ、５０－６０Ｈｚ、２０Ｗ 

 

 

○主な使用者、販売先 

企業、各種団体等 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 特定電気用品以外の電気用品中、電子応用機械器具の「その他の音響機器」とし

て取り扱う。 

 

（理由） 

 本製品は、スピーカからの出力が、壁等に反射してマイクに入る遅延エコー（ノ

イズ）を音声信号から取り除くものであるが、オーディオ入力・スピーカ出力端子

等を有するものであることから、「その他の音響機器」として取り扱うことが妥当

と判断する。  

 

 

 


